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鉄よりも強い木
一知らなかった！木材の憲外な強さ

遣さを瀾る2つのカ
晨と木はどちらがいか
・比養霞で知る強さ

・

『スキッブ』

半にさしてラジオi"殷を始め苫した。
君-C.)をなんとかしf4心とと、元
くなった姿射を整えたいと思ったか

らでサ．
ジムに行くことも考えよしたが、ど
うせ私.m.:. とです。2-3回は蕊面目
に行ってぺ2ヶ月坊主I：：心る1：：決まっ
ていますn

そんなある日、早起さした0)℃テレ
ピでやっているラジオ仕ほに合わせ
てリピングで
［イヅ子、ニー、"`:, !」
とやってみ1した=
ちょっとバカにしていたラジオtト
ほですが』U愕しましたc

っジオ体視についていけない自
分がいたのですu
拾l二J今5.t＂.'l界ぷ什捻9J.、三
ロヨロ・・・ユ

体幹が意くなっているとは思ってい
::.tしたがぶさむここょでと1i--ー。

しかしてス＋ッブし、でさなく
なってるのでは？
遍に出てやゴ［みましたが、昔のよ
うにス”― 卜をトラKラさせた軽や
かなスキッブとはいさ工せん。

蝸しいことが
あって｀スキップ

してお図こ“も
そんなシ ー ンは私

には2度とやって来
ない'1 1 f 

そのBがら面引、
リピングはつジオ

i柑嬰のはとはりま
しに

入キップしてお示に帰れる
日が甲く来ますようにn

珂畢謬旦

近年さまさまなところで木遍のピルが麗てられ餡めています浪し

て新しい木材が生まれているわけではなく、木材の彊さが見璽され始め

ているのです·でも、該よりも＊の方が強いといラと●外に思う人が多

いのではないでしょうか．合回は木材の本当の彊さを知るお闘しです口

どんな0' ：いの ？

3匹の子ブタ0豆話を硫むと、
と木の家とレンガ返りの翠が出てさ

＾サ。溢の京と木の京（」、狼に吹き飛1-.f
されてしまいますT、レンガの家は祐
にも吹き飛ばすことができません．

この量話の•中てI;、レンガ遅りのマ
がいら1'3ん丈夫i,f亨としC描かれてい
9•9。これ・・；のこ岳か生まれた国ては、

少なくともレン打造りの家がメ＿天な．

のシンポlしなのでLょう．
でもっ しつは木の蒙といっても、オ＼l

ジflしの初紀の中では、木の枝を品の
た家であり、それでは墨の宗とE大上
が西りまセんまた立され力七吹さ飛
はさ r．るのであれば. ;J:O対哀さl:l !I!:さ
で決まるし＇とにな）ます．Ill!.$ 1=--如こ
浮くようなヌゃ木の万と比ぺて、すっ
とZたいレンガの茶が.!iiこ溶いのはあ

の

r,· *)よえです“
これを池田に対する強さで匂える

と．が飩な m さの比穀と1Jffりま廿
んd叫日でかかる力I4．虞性の法号Iで決
宙っていて．逆．（こ丘たい迅関ほどより
大さな力がかかります

たいものを凪りかす（こは大きな力が
必野です同じよつ[....｀勤いている七の
を止めるのにも大さな力が必要で1
迪五といつ d)1よいやおうらし：こ咆盤
面も動いてしま·ぅ1J)で、エたい廷粉ほ
と大きな力がかかってしまいます

もしEがa で吹き飛ばすのでiかな
く地正を描さて ー】ヤ3匹の十，・タの索
を堪そうとしたmであれ1:;t話しIJ変
わしJます．丑や木の枝の治＇は帳いもの
で弓瓜レンガのiF I:t旦たいので大さ

な力で品でられてし志う
のてす“

安際の池ロでも、レンガや石
みOJ1..が屈填している曲＄を見
たことが面る人も条いでしょ

ぅ．暁冥にそのような窪初が多い中烹
や中口の地こでは．�i",1)破西が出て
います．こにらの国ては索の強さを侶
用していなI...,(J)で地忠の際にはAコ
元に家を月び出すことぷ考え m ．石
やレ ‘:...-fiW．丈夫なものrと思われまで
がJ ［たい材和てあるだけに．庄に＿に積
ぇL上げたたけでは1tっして安全とはい
えない(T)で可

つよ・J材料としての卒咄吋広さを考
えるたダ）には王さを＃mに入れなけれ
ばなりませl人そして初の豆さを比校す

る（）うが，廿至で克同し体硝の水と比べ．
比正が1よりt.,j.-;合ITHIコ水に沈み．＇

ょリも小さIiれld水に浮さ臣す.

嘘さ恕眉る

ま応，t494の消さを比校するにはカ
の万向l ― よる2つの怪度力頃戸）ます．l
つ（ま押しつぶしたけの強ばと｀もう1つ
は引さちぎった時の強度で克圧稼弥 ・
展とりl呪泣町といい込ei

たとえばレンガや石Eみは圧甑蜀麦
はとても強いLのですがい.,,す�fや石lJ
ひ J ばれl.fffllli1....取れてしまいます＂字
踪に1柘返計」上ではコノクリ ー トの引

逼澁flJ I;:tりとみなされていて．,1ゞ岳
られた眈の強度は中にある毀筋でnt

し舌可．ですから上下上石に通ビぷられ
る地震の時［こはレンガや石栢みはもち
ろんユ‘クリ ー トの枕物は中lJ碕強の
欧筋がないと面えられません．

呪代の日木の軍つくりr. lJ,t, i却の他
にコンクリ ー トと蝕の字があ ＇」ま克
コング） ー トはTlこ圧所を没l7る基仰
に召している材料で3�

また恒口笠廿の寂が珪設されてい
るIJJは、世界では総しい1JJで刃．訊も嘩
い材料であることを凝う人は、あま ・J
多くないぐしょっ．
その餃と水mの僅さを．即Cが中dJ冥駐
で砧かめてみましょう．








